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野生動物の保全と
管理の最前線
野生動物の保全と
管理の最前線

兵庫県では平成 19年の森林動物研究センター設立以来、野生動物管理の３つの
概念「個体数管理」、「生息地管理」、「被害管理」を科学的な研究結果に基づいて
実践してきました。本シンポジウムでは各研究員が取り組んでいる研究成果を紹
介し、様々な課題解決に向けた今後の挑戦を提示したいと思います。
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【参加申込】事前申込制 ( 参加費無料 )
QR コードよりアクセスし
お申込みください。
締め切り 2 月 15 日 ( 水 )
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【開会・趣旨説明】

【研究発表】

【質疑応答】

　梶　光一 　Koichi Kaji
　兵庫県森林動物研究センター所長／東京農工大学名誉教授

　梶　所長　

【コメント・講評】 　林　良博 　Yoshihiro Hayashi
　兵庫県森林動物研究センター名誉所長／国立科学博物館顧問

◆データの地図化から理解する野生動物の現状
　髙木　俊 　Shun Takagi
　兵庫県森林動物研究センター主任研究員／兵庫県立大学准教授
◆分布拡大するアライグマと脅かされる在来種
　栗山 武夫　Takeo Kuriyama
　兵庫県森林動物研究センター主任研究員／兵庫県立大学准教授
◆シカによって消失した森林下層植生の再生を模索する
　藤木 大介　Daisuke Fujiki
　兵庫県森林動物研究センター主任研究員／兵庫県立大学准教授
◆AI がシカ・イノシシの成獣・幼獣を区別する
　横山 真弓　Mayumi Yokoyama
　兵庫県森林動物研究センター研究部長／兵庫県立大学教授
◆バイオロギング法を用いた 野生動物の生態解明
　森光 由樹　Yoshiki Morimitsu
　兵庫県森林動物研究センター主任研究員／兵庫県立大学准教授
◆獣害対策に関わる「人材育成」の社会科学
　山端 直人　Naoto Yamabata
　兵庫県森林動物研究センター主任研究員／兵庫県立大学教授

お問い合わせ　兵庫県森林動物研究センター
　　　　　　　兵庫県丹波市青垣町沢野 940　TEL:0795-80-5500　FAX:0795-80-5506
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MAIL:info@wmi-hyogo.jp　URL://www.wmi-hyogo.jp/
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